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１ 調査の目的（文部科学省） 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒（小学校

６年生・中学校３年生）の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を

検証し、その改善を図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

・令和７年度は国語・数学に加えて、理科も実施（理科はＣＢＴ(Ｗｅｂ上のテスト)に

より、学校ごとに異なる問題に解答し、予測正答率に基づくＩＲＴスコア方式）。 

 

２ 分析結果と課題 （令和７年４月１７日実施） 

（１）学力（平均正答率） 単位（％） 

内容 全国 本郷中 

国 語 ５４．３ ５０ 

数 学 ４８．３ ４８ 

理 科 ５０３ ４６３ 

本校の３年生は、全国と比較し国語と理科は下回るものの、数学は全国平均と同等。と

くに数学を苦手としていた生徒がこれまでの２年間の取組をとおして、学力を伸ばして

いる傾向がある。問題別調査結果を分析すると、各教科にて以下のような結果となった。 

なお、理科はＩＲＴスコアにおいて期待される予測正答率を算出したもので、５００

を基準とする。 

 

【国語】 

基礎的な読解力は確立されているが、根拠を明確にして思考したり、論理的に説明し

たりすることに苦手意識がある。日々の授業や学習において、知識の習得だけで終わら

せず、発展的な思考・判断・表現力の向上に取り組んでいく。 

【数学】 

全国平均と同等の結果となった。「図形」は得意としているが、「関数」や「データの

活用」を苦手としている。証明や、事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説

明することができる力を伸ばしていきたい。 

【理科】 

  「粒子」を柱とする領域（化学分野）を苦手としている。領域ごとに学習事項を整理

し直し、苦手意識を払しょくしていきたい。 
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（２）学習状況 ※「はい」＋「どちらかといえばはい」の割合  単位（％） 

（  ）内は分析と今後の方針 

 質問項目 全国 本郷中 

１ 
国語の勉強は好きですか 

（「好き」を「学力」につなげられるよう指導していきたい） 
５７．９ ６２．２ 

２ 
数学の勉強は好きですか 

（数学の学習に前向きに取り組む生徒が増えてきた） 
５３．８ ５５．７ 

３ 
理科の勉強は好きですか 

（理科の面白さを感じることから学力向上に努めていきたい） 
６３．８ ４８．１ 

４ 
自分には、よいところがあると思いますか 

（自己肯定感を育て、自分に自信をもたせていきたい） 
８６．２ ８３．０ 

５ 
将来の夢や目標を持っていますか 

（学習・生活を将来の夢や目標につなげていきたい） 
６７．５ ６７．９ 

６ 
いじめは、どんなことがあってもいけないことだと思いますか 

（高い水準を維持しているが、ここは１００％にする） 
９５．９ ９８．１ 

７ 
人の役に立つ人間になりたいと思いますか 

（引き続き、他者のために活躍できる生徒を育てていきたい） 
９６．６ ９９．１ 

８ 
自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか 

（他者の考えを受け入れながら学び合うことができている） 
７９．２ ８４．０ 

９ 
地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 

（地域や社会に貢献する意識が育っている） 
７５．３ ８２．１ 

 

３ 課題の解決策 

 質問紙調査（学習状況や生活等に関するアンケート）では、７０のアンケート項目に

回答しているが、そのうち９項目を取り上げた。 

教科に対する好き嫌いは、学力に直結していく。調査対象以外の教科も含めて、学校

ではそれぞれの教科に対して、日常生活の中での活用につなげたり、社会に出たときに

役に立つなどの意識付けをし、学習意欲の向上につなげていきたい。 

 昨年度調査（現高１生対象）では、「自分には、よいところがあると思いますか」と

いう質問に対し、肯定的回答は全国８３．３％に対し、本校は７４．７％と低かったが、

今年度調査では大幅に向上した。また、その内訳は、 

  

 

 

上記グラフのように、「ある」と「どちらかといえばある」の肯定的回答を足したデ

ータだと全国平均を若干下回るが、「いいところがある！」と胸を張って回答した生徒

が５３．８％もいた。「どちらかといえばない」「ない」と回答した合計１７％の生徒

も、自分の長所・短所も受け入れ、『自己肯定感』や、自分自身の存在が人の役に立っ

ているという『自己有用感』をもてるよう、学校生活の中で培っていきたい。 


